












はじめに 

小児期の精神疾患を脳機能との関連で把えていこうとする神経心理ないし神経生理学的研

究領域はこの 10 年で飛躍的な発展をみせている。 

ところで,幼児自閉症(以下,自閉症と略す)において,その成因に生物学的な基盤があるこ

とは臨床脳波学的検索によって示唆されている。他にも,自閉症の基本障害を情緒的接触障

害とする把え方や心因論を否定するいくつかの中枢神経系の疾患の存在が明確にされてき

た。しかしながら,それらの障害は示唆に富む所見とはなったが,自閉症の病態,病因を説明

する特異的な原因であるとはいえないことは周知のとおりである。本研究は,自閉症の症状

のうち,中核的な症状の 1 つとして把えられている言語障害の生物学的基盤を検討するこ

とを目的としている。太田 9)は,自閉症の心理学的障害を認知面からみると,言語と表象全

般の発達障害であり,このことから中枢神経系の障害あるいは発達不全が推定されるが,現

段階ではこれに相応した神経生理学的所見が得られていないとレヴューしている。ま

た,Ohta ら 8)は,覚醒時脳波の自動解析の研究の結果をもとに,自閉症では中心部において,

左右大脳半球間の機能分化の障害の存在と,左半球における中心部と後頭部間の情報処理

過程の障害が示唆されるとまとめている。そして,この自閉症の脳波解析の結果は,両側の

頭頂一後頭一側頭連合野の障害の存在の可能性を示唆するとし,認知障害モデルとしての

発達性の「意味失語症」を支持するとしている。 


